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 この“hot hand”や“streak shooting”は、いわゆる「ツイている」と説明される概念に近いと考えられ
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特性的      ＜個人の説明＞        状態的 ＜事象の説明＞ 
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週間に 1 度）で測定が可能なもの、という基準を満たしている点から選択された。 






 コンテストの実施時期は1998 年 10 月～12 月である。参加者は 45 名。コンテストの対象期間は10
週間に設定した。この期間は時間的な長さだけでなく、メディアへの露出度も大きく、一般的なファン
にも注目度が高いと考えられる「GⅠレース（賞金が高く設定されており、最も価値の高いレース。年に
約 20 レー スほどある）」のみが対象とされた。ベット（賭け）の対象は馬2 頭をペアで選ぶ「馬番連勝方
式」とした。これはJRA（日本中央競馬会）が発売する全売上の 7 割程度を占める最もメジャーなベッ
ティング方式であり、馬2 頭を選択して、そのペアごとに賭ける金額を決める。レースの結果、選択した
ペアの 2 頭の馬が 1 着と 2 着（どちらの馬の着順が 1 着かは問わない）を占めた場合に的中となる。
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 ・「ツキの流れはある」という信念の肯定群（以下「ツキの流れ」肯定群）: 25 名 
  （内訳）「ツイていた」と感じた期間のみがあったと報告した者（2名）／「ツイていなかった」と感じた 
      期間のみがあったと報告した者（5名）／両方の期間があったと報告した者（5名）／ 
      「ツキの流れ」については肯定したが、コンテスト期間中にはなかったと回答した群（13名） 






1～5 個のコメントに分割した。コメントののべ総数は、的中時のものが 62 個、不的中時のものが 228
個の計 290 個である。 
 的中した場合と不的中だった場合のコメントは別々に分類が行われたが、結果的には同じ象限を用
いて分類された。大カテゴリーに分類された後に、内容の特徴に着目して、最終的なカテゴリーの象











 これらの 2 軸を組み合わせて、例えば「データをよく検討しなかった」というコメントは「自分－レース
前」の象限に、「馬が故障したから」というのは「非自分－レース後」の側に分類された。以下、「自分－
レー ス後」に属するコメントを第Ⅰ象限のコメント、「自分－レー ス前」に属するコメントを第Ⅱ象限のコメ
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次元 No 大カテゴリー Ｎ 中カテゴリー
Ⅰ ① 縁のなさが判明した 1 （例：「牝馬限定（のレース）は縁がないみたい」）
② 分からない 7 　
③ 運・ツキがなかった 2 　
Ⅱ ④ 自分のミス 74 　欲に目がくらんだ／過信しすぎた／情報の検討不足／
　 　選択ミス／可能だった行為を選択しなかった
（自分の判断自体のミスについて述べたもの）
⑤ 自分の意志に基づいた判断 18 　自分は絶対にしない選択や行為／嫌いな騎手は買わない／
　 　選択しなかった馬を信用しきれなかった／予想のやり方
（自分の判断の根拠について述べたもの）
⑥ 選んだ馬の片方は正しかった 3 （不的中でも予想が当たっていた点を述べたもの）
⑦ 予想に対する不満足感 6 　時間がなかった／状態への反省
⑧ 予想の際のまごつき 6 　頭が回らなかった／絞りきれず迷った
⑨ 才能がない 1 　
⑩ 負け神 1 （例：「最近何か負け神が取り付いて離れない」）
Ⅲ ⑪ ゲームシステムに対する批判 4 　（このコンテストのルールでは的中しにくいことの記述）
⑫ 当てるのが難しいレース 8 （もともと的中するには難しいレースと感じていたこと）
⑬ 馬の状態が良くなかった 8 （狙った馬の状態が良くなかったこと）
⑭ もともと当たらないもの 1 （競馬自体が当たらないものという記述）
Ⅳ ⑮ 予想外のレースになった 68 　レースのあや／あまりにオッズが本命すぎた／超自然的な力／
　 　予想外の結果に終わった／レース中のアクシデント／仕方ない
⑯ 騎手のパフォーマンス 7 （騎手が予想以上に素晴らしいorダメだったことに関する記述）
⑰ 新しい時代の訪れ 1 （例：「長距離もスピードで押し切れる時代になったこと」）
⑱ 馬に能力差があることが分かった 11 　
次元 No 大カテゴリー Ｎ 中カテゴリー
Ⅰ ① 運が良かった・まぐれ 4 　　
Ⅱ ② 狙った配当の良さ 5 　穴狙いをしたこと／本命を予想したこと
　 　　 （狙った配当に関する記述）
③ 馬の選び方の良さ 8 　馬を消した／たて目をおさえた／正しい狙いをした／
　 　　　相手の選び方が良かった／素直な予想をした／
　　　馬の能力予想が的確だった／ちょうど良い穴馬を選べた／
④ 馬への感情 5 　追っかけている馬／追悼の気持ちがあった
　　 （選択した馬に対する感情を示したもの）
　 ⑤ 実際に馬券を買っていなかった 1 （実際に馬券を買ってなかったことを良かったとしたもの）
⑥ カン・ひらめき 3 　　
⑦ 自分の実力 1 　　
Ⅲ ⑧ 狙いが付けやすいレースだった 4 　軸・勝ち馬が明確だった／ヒモ選び
⑨ 馬の状態が良かった 12 　前レースの馬の状態／馬の過去のレースのデータ／
　 　　　当レースの馬の状態／馬に好条件がそろっていた
（好走した馬のセールスポイントに関する記述）
⑩ 騎手が頑張りそうだった 2 　　（好走した騎手の状態に関する記述）
Ⅳ ⑪ 実力が反映されたレースになった 12 　レースが本命で決まった／結果的に予想通りのレースになった／
　 　　　データ通りの結果になった／馬が不利なく能力を発揮できた
⑫ 馬が好走した 3 　狙った馬が勝った／馬の頑張り
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ （象限） 
Figure4 状況別／信念別コメントの割合（単位：％） 
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キの流れ」肯定群のうち約 70％（16 名; 2 名無回答）であった。 
 「ツキ」に関する態度項目の中では、「『ツキ』は何かをきっかけにして切り替わると思う」という項目を
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